
令和６年度 学校関係者評価書 

学校園名 附属大泉小学校 

１ 学校関係者による評価 

 

２ 評価の実施概要 

〇学校行事へご案内・参加 

〇２学期 第１回学校評議委員会 

〇３学期 第２回学校評議委員会・学校関係者評価委員会 

  （１）校内を巡回して視察していただく。（授業中の児童の様子・校内施設） 

  （２） 学校より本年度の学校運営についての説明 

 （３）様々な資料（I全体資料・保護者アンケートなど）を提示し、結果とその受け止め 

について説明             

      （４）各委員の方より、意見やご指導をいただく。 

 

領 域 学校関係者による評価と今後の課題 

学校運営 

・いじめ防止対策については、改善された様々な取り組みが始まっているが、引き

続き丁寧に進めてほしい。子どもの変化を見過ごさないで声をかける。そのこと

を先生方がしっかりと共有できれば子どもたちの「居心地」 

・教育計画を作成して、見通しをもって学校運営をすることができるが、教育課程

についてさらに詳細に作成できるとよい。特に年間指導計画にかかわる部分を重

点化したい。 

・本校ではじめて取り組む全学級クラス替えであるが、本校の生活団活動などでシ

ステムづくりが難しい反面、複数年で培われる人間関係が豊かになる期待もある

だろう。 

教育活動 

・ＰＹＰの取り組みについて、新しい教育に取り組むという点では保護者としての

期待も大きい。 

・価値観が広がることも期待される中、一方で「人間力」も重要であるので、本校

の豊かな行事はそのことに大きく貢献しているのではないか。 

・運動会では子ども達のみならず、教員のチームワークよい組織的な動きも感じら

れた。 

研究活動 

・研究は進んでいて、探究している児童の授業の様子から大変よく分かった。 

・全国学力学習調査の結果もよい状況がある、また無回答率が０％ということはす

ばらしい。ＰＹＰの研究をしながら自信をもって指導していただきたい。 

学生の教育・ 

支援活動 

・教育実習期間中の参観では、教育実習生が熱意をもって取り組む中で、教員が丁

寧見守りつつ、寄り添う姿勢が見られた 

社会貢献活動 

・子どもたちの通学路は、交通量の変化などもあり、若干の変更をすることがよい

のではないか。試行的に取り組むとよい。 



３ 学校関係者委員会委員，開催日 

（１）学校関係者委員 

・東京学芸大学名誉教授    （学校評議委員）  柴 田  義 晴 様 

・本校元副校長         （学校評議委員）  大 野 晏 且 様 

・本校元副校長        （学校評議委員）  茅 野  敏 英 様 

・卒業生の会（泉友会）       （学校評議委員）  佐 藤  要   様 

・東大泉中村町会長      （学校評議委員）  増 井 多恵子  様 

・保護者（PTA副会長）               原 島 恭 子  様 

    ・保護者（PTA書記）               宮 口  早 苗 様 

（２）学校関係者評価委員会開催日 

令和７年 ２月１８日 


